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研究内容 
［1］脂質メディエーター受容体を介するがん増

殖・浸潤・転移の制御にむけた基礎的研究 

 プロスタグランジンやロイコトリエンなど脂質
メディエーターはその特異的受容体（脂質メディエ
ーター受容体）に結合することにより様々な細胞機
能を制御する生理活性脂質である。脂質メディエー
ター受容体を介するシグナルは、細胞の恒常性維持
ならびに生命活動に重要な様々な機能を示す。本研
究室では、これまでに脂質メディエーターのひとつ
であるリゾフォスファチジン酸(LPA)に対する受容
体(LPA)受容体が、膵がん・肺がん・骨肉腫など各
種がん細胞の増殖・浸潤・転移に細胞特異的に作用
することを明らかにしている。これらの知見に基づ
いて、本研究室では LPAシグナル伝達経路と Ki-ras

を介する細胞内シグナルとの相互作用の検索や、が
んの増悪化における GPR120・GPR40 などその他の
脂質メディエーター受容体の生物学的機能につい
ても検索をすすめている。 

 (遺伝子導入法により作成したKi-rasノックダウン
膵管癌培養細胞) 

 

［2］骨・軟部肉腫に対する新しい分子標的治療法
の確立 

 悪性骨軟部腫瘍の代表例である骨肉腫は、外科的
手術後も再発・転移を来たす予後不良な難治性がん
で、現在の臨床における治療限界を打破するために、
肉腫の発生・増殖・進展に関わる遺伝子を把握し、
それを標的とした新しい治療法の模索が課題である。 

 本研究室では、様々な肉腫培養細胞を用いて、肉
腫細胞の増殖・浸潤・転移を抑制する候補遺伝子を
同定し、それらを標的とした分子標的治療薬の開発
に向けて取り組んでいる。 

（本研究は、奈良県立医科大学骨軟部腫瘍制御・機 

 

 

能再建医学・朴木寛弥教授との共同研究である）。 
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